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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， J1SC 9335-2-4: 2000 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 
' 改正に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に し た 国際規格 原案の 提案 を 容易 にす るた めに， [EC 60335-2-4 ： 2002, Household and 
similar electrical appliances — Safetv — Part 2-4 : Particular requirements for spin extractors ^ ^sffe と して 用 J いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日 本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISC 9335-2-4 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 C (規定） モータの 劣化 試験 
附属 書 AA (規定） リ ンス剤 

附属 書 1 (参考） J1S と 対応す る 国際規格との 対比 表 



(I) 
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家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-4 部 ： 電気 脱水機の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety- 
Part 2-4 : Particular requirements for spin extractors 

序文 こ の 規格 は， 2002 年に 第 5 版と して 発行され た IEC 60335-2-4 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances 一 Safety - Part 2-4 : Particular requirements for Spin extractors を 翻訳 し ， 技術 的 内容 を 変更して 作成 
した 日本工業規格 であ り ， JIS C 9335-1 ： 2003 (象 庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 1 部 ： 一般 
要求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一 K 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 こ の 規格 は， 乾燥した 試験 布 10 kg 以下の 容量 及び 50 m/ 秒 以下の ド ラ ム 周辺 速度 を もつ 家 

庭 用 及び 同等の 目 的の 電気 脱水機であって， 定格 電圧が 単相 機器の 場合に は 250 V 以下， そ の 他の 機器の 
場合に は 480 V 以下の も のの 安全性に ついて 規定す る 。 

備考 101. 洗濯機に 組み込まれた 脱水機 は， それらの 容量と は 無関係に この 規格の 適用 範囲 内に ある。 
通常, 家庭で 使用し ない 機器で も， 店舗， 軽工業 及び 農場で 一般人が 使用す る 機器の よ う な， 一般大衆 
への 危険 源と なる 機器 も， この 規格の 適用 範囲で ある。 

備考 102. この種の 機器の 例と して は， アパート 又は コインランドリーの 業務 用の 脱水機で ある。 
こ の 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因 して 人が 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限 り 取 り 扱 
つてい る。 しかしながら 次の 状態に ついては 規定して いない。 
一 監視な しに 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 用いる 場合 
一 幼児が 機器で 遊ぶ 場合 

備考 103. この 規格の 適用に 際して は， 次の ことに 注意し なければ ならない。 
一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 
一 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よって， 追加 要求 

事項 を 規定して いる。 

備考 104. この 規格 は， 次の ものに は 適用し ない 

一 工業 目的 専用の 機器 

一 K 食 性 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す るよう な 特殊な 状況に ある 場所で 使 
用す る 機器。 

備考 105 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， JtSO/TECGuide21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 
(修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 
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IEC 60335-2-4 ： 2002， Household and similar electrical appliances - Safety - Part 2-4 : Particular 
requirements for spin extractors (MOD) 

2. 引用 規格 引用 規格 は， JISC 9335-1 の 2. による ほか， 次に よる。 
IIS C 9811 家庭 用 電気洗濯機の 性能 測定 方法 

I EC 60436 Methods for measuring the performance of electric aishwashers 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， J1S C 9335-1 の 3. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 3 丄 9 
は， この 規格に よる。 

3.1.9 通常 動作 次の 状態に よる 機器の 動作。 

機器 は， 乾燥 状態に おける 質量が， 取扱説明書に 記載した 最大 負荷に 等しい 試験 布 を 満たして 蓮 転す る。 
試験 布 は， 事前に 洗濯した 二重 縁取りの 木綿 シートであって， 寸法 は ほぼ 70cmX70cm， 質量 は 乾燥 状 

態で 140g/m 2 〜175g/m 2 の 間と する。 それ は， ドラムの 中で 均等に 分布され る 前に 冷水に 浸す。 
懾考； ^H^^u^c お H に 運まち 丸- —J き g.?!^ 1 ま 笾で憨 S 迖^ ：^り 至 霉 

±_lQ_g /が- & 布-き ヒ よ —レ？ - ？… 

MM …ズ 1 r: 二 ま H-l^ 構^ >^ な * 闕 せな に f 之 凰き ふ T ズ 三 二 ま せ ま 

おお.… 二 雷 あ^ 璧造 仝^ 固 魅き が 垂直:？ あ 本 塗 返 さ— ゆ^^ 三:？ 9丄 を iill^li 
は H 登が あ ゑ 遘造ヒ 過 上がで き 皿 ^あ^ふ. な^ 仝^ 圓藍 開せ 5 ぶ丄 

ぅニ-瘦 丄 2 圣 さ. き. 閥 はな き な. あ. - 蓮え < ^ふさ 丄ヒぅ 丄. 

4. 一般 要求 事項 一般 要求 事項 は， J1SC9335-1 の 4. による。 

5. 試験の ための 一般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JISC 9335-1 の 5. による ほか， 次に よる。 ただし， 
5.3 は， この f A 格に よる。 

5.3 JISC 9335-1 の 5,3 による ほか， 次に よる。 
22.101 の 試験 は， 20. の 試験の 前に 行う。 

5.101 脱水機 は 可搬形 機器と して 試験す る。 ただし， それらが 固定 形 機器で ある 力、， 別の 機器に 組み込ま 
れ ている 場合 を 除く。 

6. 分類 分類 は， JISC9335-1 の 6. による。 ただし， 6.1 及び 6.2 は， この 規格に よる。 

6.1 機器 は， 感電に 対する 保護に 関し ，ク^み (3 丄， クラスし クラス II， 又は クラス III でなければ なら 
ない。 

適否 は， 目 視 検査 及び 関連す る 試験に よ つ て 判定す る 。 
6.2 JIS C 9335-1 の 6.2 による ほ 力、， 次に よる。 
機器 は， 1PX4 以上で なければ ならない。 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， JISC 9335-1 の 7. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 7.10， 7.12 
及び 7.12.1 は， この 規格に よる。 
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7.10 JIS C 9335-1 の 7.10 による ほか， 次に よる。 

off 位置が 文字 だけで 示される 場合 は， "off ま…"^ 二. の 語 を 使わなければ ならない。 
7.12 JISC 9335-1 の 7,12 による ほ 力、， 次に よる。 

取扱説明書 は， その 機器が 使用で きる 乾燥した 布の 最大 容量 （キログラム） を 記載し なければ ならない。 
7.12.1 JIS C 9335-1 の 7.12.1 による ほか， 次に よ 漏 

7.101 に 示されて いる ラベルが 機器に 供給され ている 場合 は， 据付 説明書に は ラベル を 機器に 近い 壁に 永 
続 的に 固定し なければ ならない こと を 記載し なければ ならない。 

アパートの 中で 共同 使用し， ふたの 開放の ために 通電 されなければ ならない インタ ロッ ク 機構 を もつ 機 
器 は， 据付 説明書に， 機器の 電源 を 自動的に 切る ための 装置 は 電源 回路に 組み込んで はならない こと を 記 
載し なければ ならない。 

7,101 アパートの 中で 共同 使用し， ふた を 開放す るた めに 通電 されなければ ならない ィ ン タロッ ク 機構 を 
もつ 機器 は， 下記の 趣旨 を 機器 上に 表示す る 力、， 又は それが 述べられ ている ラベルが 提供され なければ な 
ら ない。 

この 脱水機 は， ふた を 開放す る 前に 電源に 接続し なければ ならない。 ふた を 無理に こじ 開けて はなら な 

い。 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JISC 9335-1 の 8. による。 _カこ— だ. し… 

？ ，…； 格.^ よ 

備考； (！] I …选， ,も 麵；? ^鍾 構.^ 艦^ 4 ま- 水镌 や; 1含し 薩 懂 に！! 六 水量 な 
-レ-^坊蓮で.^1^ 度？ ！ぇ^ 琚薩 9ふ.？>_^ に ii は: f ^薩^ う：^ 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， J1SC 9335-1 の 10. による。 

11. 温度 上昇 温度 上昇 は， JISC 9335-1 の 11. による。 ただし， 11.7 は， 次の 内容に 置き換える。 

11.7 機器 は 5 サイクル 脱水 運転され， サイクル ごとに 休止 時間 をお く。 各 休止 時間 は ブレーキ 時間 を 含 
み， 乾燥 試験 布 I kg ごとに I 分力、， 又は 4 分のう ちい ずれ か 長い 方の 時間と する。 休止 時間 中 は， 試験 布 
は 冷水に 再度 浸す。 

プログラム 又は タイマー を 組み込んで いる 機器に は， 脱水 時間 は， 制御装置が 許容す る 最大値と する。 

その他の 機器に 対する 脱水 時間 は， 次に よる。 
- 連続— 注水 濯ぎ 機器に 対して は， 15 分。 
― その他の 機器に 対して は， 5 分。 

取扱説明書に これより 長い 時間が 規定され ている 場合， その 時間 を 適用す る。 

m^m ―. 选墨 i 麵 みま 鍾き 1輕込 直れ Ai^i^jiH 翳せ:！ え/ さ丄^ お :2:hia，7 

Kir? ェ —ただ ん_，___薩 翻 晝 タ$ェ 塞^^^な 歴水 ft* 室 量 カ继濯！^^^釁丄立 土， なり 

12. (規定な し） 
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13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 13. によ 

る。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， JISC 9335-1 の 14. による。 

15. 耐湿性 耐湿性 は， J1SC 9335-1 の 15. による。 ただし， 15.2 は， 次の 内容に 置き換える。 

15.2 機器 は 通常の 使用 状態 において， 液体の こぼれが 機器の 電気 絶縁に 悪い 影響 を 与えない ような 構造 
でなければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

X 形取 り 付 けの 機器 は ， 特別 に 製作した コード を 用いる もの を 除き， 表 13 に 規定 す る 最小 断面 積 を もつ 
可とう コードの うち， 最も グレードの 低い もの を 取り付ける。 

排水 ポンプの 入り口 又は 排水孔 を 閉じる。 ドラム は， 乾燥した 布の 2 倍の 重さの 水に より 通常 動作で 規 
定 された ように 満たす。 飽和した 後， 残留して いる 水 は 機器に 注入す る。 この 機器 を 定格 電圧で 運転し， 1 
分 間 若し く は プログラム 又は タイマー 動作 最大 時間の いずれ か 短い 時間 動作させる。 

さらに， 垂直 軸 を もつ 連続 注水 脱水機 は 飽和した 試験 布で 完全に 満た し， 10 L の 冷水 を 20 秒 間 注水す 
る。 試験 中 は， 定格 電圧で 運転す る。 

作業 面 を もつ 機器の 場合， 各種 スィッチ を on の 位置に 合わせた 状態で， 約 1% の Nad と 附属 書 AA に 
規定す る 0.6% のリ ンス剤 を 含んだ 0.5L の 水 を 機器の 最上 部へ かける。 その後， 操作が できる すべての ス 
イッチ 操作 を 行ない， 更に 5 分 間 後に この スィッチ 操作 を 繰り返す。 

次に， 機器 は， 16.3 に 規定した 耐 電圧 試験に 耐え， かつ， 目視 検査の 結果で 沿 面 距離 及び 空間 距離が 29. 
の 規定値 以下への 減少に つながる おそれが ある 絶縁 上に 水の こ ん （痕） 跡が あって はな ら ない。 

16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 16. による。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， JISC9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 耐久性 は， 次に よる。 

ドラムが 回転して いると きに， 開ける ことができ るふた を もつ 機器 は， ブレーキ 機構 及び ふた インタ 口 
ッ ク 力 5 ， それら が 通常の 使用 状態で， さらされる かもしれ ない ストレスに 耐える よう な 構造で な ければ な 
ら ない。 

備考 この 規定 は 20.104 に 適合す るた めに， ブレーキ 機構 を もつ 機器に のみ 適用す る。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は， モータが その 最大 速度に 達する まで， 通常 動作の 下に^^!^ で 給電され る。 ふた は， それ か 
ら 完全に 開けられる。 試験 は， その 機器が 過度の 温度に 到達し ない こと を 保証す る 期間， ドラム を 静止し 
た 後 繰り返される。 

試験 は， 

二 …き;^ i 通 連 S が-ゆ; 下 や-構 —卫— o ，—回 

二 —S;^ 周 が— ゆぼ^ えきえ， — m/s^TQ 塗罨 (こ ぼ 卯 P_ 回 塞 嗨_き-&-§么- 
試験 布 は， 少なくとも 250 回 ごとに 水で 再度 浸す。 
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試験 後， 機器 は， その後の 使用に 適して おり， この 規格との 適合， ； H 2 _0_._^ ^遮 含が 阻害され て はなら 
ない。 

備考 機器 は， 過度の 温度 防止 及び 試験 短縮の ために 強制 冷却しても よい。 

19. 異常 運転 異常 運転 は， JISC 9335-1 の 19. による。 ただし， 19.7 及び 19.9 は， 適用し ない。 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335-1 の 20. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 
20.1 は， この 規格に よる。 

20.1 JISC 9335-1 の 20.1 による ほ 力、， 次に よる。 

ドラム を 空に する か 又は， 通常 動作で 規定した とお り に 満たす かの， いずれ かよ り 不利と なる 方に する。 
20.101 機； S は， 不平 衝 負荷に よって 悪い 影響 を 受けて はならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は 水平に 置かれ， 0.2 kg か 又は 取扱説明書に 記載され た 試験 布の 最大 容量の 10% のうち， いずれ か 
大きい 方 や 負荷 を， ドラムの 壁の 内側で， ドラムの 長さに 沿った 中間 点に 固定す る。 

機器 は 定格 電圧で 給電され， 5 分か 又は プログラム 若しくは タイマー によって 許容され る 最大 時間の， 
何れ か 短い 方の 時間 運転す る 。 

試験 は 4 回 行い， 負荷 を 毎回 ドラムの 壁の 回り を 90° ずつ 動かされる。 

機器 は 転倒して はならず， ドラム は 外郭 を 除いて， 別の 部分 を 打撃して はならない。 

試験 後， 機器 は そ の 後の 使用 に 適して いな ければ な ら ない。 
20.102 ふた 又は ドア は， ふた 又は ドアが 閉じて いると きに 限り， 機器 を 操作され る ことができる ように 
インタ ロック される こと。 

適否 は， 目 視 検査 及び 手に よ る 試験に よ つ て 判定す る 。 

備考 J1SC 0922 の テスト プローブ B を 使って 解除す る ことができる インタ ロック は， この 要求 事項 
を 満足し ない。 

20.103 脱水機 は， それが 分離して いても， 脱水 用の 分離した ドラムが 洗^機の 中に 組み込まれ ていても， 

運動 エネルギーが 1 500 j を 超える 力、 ^お還^!; 望 連 S を 超える もので は， ドラムが 運転して い 
る 間， ふたが 開かない 構造で なければ ならない。 

二-… ビ- えみ^ 回輊軸 が 垂直で を:^—^ 重 ふな 擾 1ぶ_ な 

適否 は， 目視 検査， 測定 及び 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は 定格 電圧で 給電され， 無 負荷で 運転す る。 ふた を 閉じた 状態で， 22.101 の 試験 中に 測定す る 力 は， 

ふた を 開けよ う とする 力と して 加える。 
ドラムが 運転 中に， ふた を 開ける ことができて はならない。 
備考 1. ドラムが 円筒形で ない 場合， 周辺 速度 は 平均 周辺 速度と する。 

2. エネルギー は， 次の 公式から 計算す る。 
「 mv 

ここに， E ： 運動 エネルギー （J) 

m ： 取扱説明書に 記載され る 試験 布の 質量 （kg) 
v: ドラムの 最大 周辺 速度 （mZ 秒)。 
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20.104 脱水機 は， それが 分離して いても， 脱水 用の 分離した ドラムが 洗濯機の 中に 組み込まれ ていても， 

運動 エネルギーが 1500 J 以下で， 力つ， 逸お 室：! ：11^；1^1度 以下の もので は， モータの 動作 中 又は 
ド ラ ム 速度が 60 回転/分 を 超過す ると きに， 可動 部に 触れる ことができて はならない。 
二 ビぇ仝 ゅ〖|]〗 隨 1] がき 直で 多 2 ん… 璽^^ ffiH な ：2スと?_を1^11 〖も..^!^ 

二… え 9i 輕輕搬 -， …？き ビ I： 

ブレーキ 機構 は， 水の 浸透に よって 悪い 影響 を 受けて はならない。 

適否 は， 15.2 の 溢水 試験 を 繰り返した 後に 判定す る。 

機器 は 定格 電圧で， 無 負荷で 動かす。 ふた は徐々 に 開け， 
一 4mn ！〜 10mm 開いた とき， JIS C 0922 の テスト プローブ 12 で， 60 回転/分 を 超える 速度で 回転す る 

部分に 接触す る ことが 可能であって はならない。 
一 隙間が 10m m を 超え， 12mm 以 ― F の 場合， 直経 3 mm, 長さ 120 mm の 試験 棒 を 用いて， 60 回転 Z 分 

に 超 え る 速度 で 回転 す る 部分 に 接触す る ことができて はならない。 加 え て JIS C 0922 の テスト プロ 一 

ブ B が 当てられ， 叵 1 転 部分から 20mm の 距離 以内に 来て はならない。 
- 12 mm を 超えて 開いて いると き， モータ は 電源から 遮断され， ドラム 速度 は 60 回転/分 を 超えて は 

な ら ない。 三重-ふ. な璧 1 に I？ ：^… や-みな-き M は-な— く- も- i 街^ 

固 魅 中-に 第丄^ ^なが g 金^ 歴 は^ おも 上 あ…^!^ 歷閲 fi^ 侵 4 L. な丄: ^えな^-な 1 ぶ^え 1 構 
翳せに 室搔重 ぼで ふ 通赏 ffi! 使で 運転 まお^ ヌ- 

が 厘 転史で 多.？ ^上お… 第.？ _9 ふな i 開-はな にて iHi^A:?^ 遵 爾ヱ き^も^ え^ 
二え PffiPiQj あ… iQ_ 秒 

20.105 脱水が 洗濯に 用いられる ドラムで 行われ， 力、 つ， ドラムが 1 500J を 超える 運動 エネルギー 又は 次 
の 周辺 速度 を 超える ものに あって は， 

一 水平 軸の 周り を 回転す る ドラム を もつ 洗濯機の 場合 20 m/s 
― 垂直 軸の 周り を 回転す る ドラム を もつ 洗濯機の 場合 40 m/s 

ドラム 力 s 60 回転/分 を 超える 速度で 動作して いる 間に ふた 又は ドアが 開く ような こ とがあって はなら 
ない。 

次の 試験 を 行い， 適否 を 判定す る。 

機器 は， 定格 電圧で 給電され， 無 負荷で 運転す る。 ふた 又は ドア を インタ ロック した 状態で 22.101 の 試 
験 中 に 決定され る 力 を， ふた 又は ドア を 開ける 方 向 に 加 え る 。 

ドラム 速度 力 s ， 60 回転/分 を 超える 間， ふた 又は ドアが 開いて はならない。 
20.106 脱水が 洗濯に 用いられる ドラムで 行い， かつ， ドラムが 1 500J 以下の 運動 エネルギーで， かつ， 
次の 周辺 速度 以下の も の にあ つて は， 

一 水平 軸の 周 り を 回転す る ドラム を もつ 洗濯機の 場合 20 m/s 
― 垂直 軸の 周り を 回転す る ドラム を もつ 洗濯機の 場合 40m/s 

ふた 又は ドア を 開けた とき， ドラム 速度 を 60 回転/分に 落とす ための 自動的な 手段 を 備えなければ なら 
ない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は， 定格 電圧で 給電され 無 負荷で 運転す る。 通常 使用と しての ふた 又は ドア を 開ける 力と して， 50 N 
を 超えない 力 を 加える。 ふた 又は ドアが 50 mm だけ 開けてから 7 秒 以内に， ドラム 速度が 60 叵 I 転 Z 分よ 
り 高くな つていて はならない。 
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20.107 垂直 軸 を も つ 脱水機の 上の 方 部分に 取 り 付けられた 保護 装置 は， 通常の 使用 状態で ドラムから 飛 

び 出す おそれが ある 試験 布に よって， 損傷され るお それがない ような 位置に ある 力、， 又は 保 されな けれ 
ばなら ない。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

21. 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335- 1 の 21. による ほ 力、， 次に よる。 

21.101 機器の ふた は， 十分な 機械的 強度 を もたなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

直径 70mm で， 硬度が 40IRHD — 50IRHD の ゴムの 半球 を， 重量 20 kg の 円筒に 固定して， ふたの 中心 
上に 10cm の 高さから 落下させる。 

試験 は 3 回 実施し， その後， ふたに は 可動 部分に 触れる ことができ るよう な 損傷が あって はならない。 
し…^^^ 撤 脂 © であ 2X，_. 力 ？：？に^ 醒 ffl 畫! に 二み^^ 弹ヒ塑 き: き ^ エ^. な^^ ピに 旨が 記熬 

1 ェぁ i 場 食^!^ 上記^ H 渡で H 重-き-^^ ^せ *に如 えな^ら… 冬な に^ S 菌鄧 分ぉきれ^^ぇ屯 ケ 

21.102 ふた 及び それらの 丁番 は， ひずみに 対する 十分な 抵抗力 を もたなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

50N の 力 を， 最も 不利な 方向 及び 姿勢で， ふた を あける 向きに 加える。 

試験 は 3 回 実施し， その後， 丁番が 緩んで いて はならず， 機器 は， 20.102 及び 20.106 の 該当する 要求 事 
項に 適合し なくなる ような 損傷 又は 変形が あって はならない。 

22. 構造 構造 は， JISC 9335-1 の 22. による ほ 力、， 次に よる。 

22.101 インタ ロック は， 通常の 使用 状態で ふた 又は ドアに 開ける 力が 加わらな いよ う な 構造で なければ 
ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

ふた 又は ドア を，. 通常の 使用 時の ように 手で 開け， 加えた 力 を 測定す る。 ふた 又は ドア を 閉じ， インタ 
ロックす る。 それから， ふた 又は ドア を 同じ 方向に 開ける ように 試みられる。 

最初の 測定値の 10 倍 未満の 力 （ただし 50N 以上） で， ふた 又は ドア を 無理に 開ける こと 力、 可能で あ 
つて はならない。 

備考 この 試験 は， インタ ロックが 20. の 規定 を 満足し ない 場合に は， 実施し ない。 

23. 内部 配線 内部 配線 は， JISC 9335-1 の 23. による。 

24. 部品 部品 は， JISC 9335-1 の 24. による。 ただし， 24.1.4 は， この 規格に よる。 
24.1.4 JISC9335-1 の 24丄4 による ほか， 次に よる。 

プログラマの 開閉 回数 は， 10000 とする。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， J1SC 9335-1 の 26. による。 
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27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JIS C 9335-1 の 27. に よ る。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， JISC 9335-1 の 29. による。 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.2.3 は， 適用し ない。 

31. 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， JIS C 9335-1 の 31. に よ る 。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による。 
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附属 書 

JISC9 335 -:! の 附属 書 A 〜附属 書 O: ^び _1属_晝丄 による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 附属 書 C は， この 規 
格に よ o 。 



附属 書 C (規定） モータの 劣化 試験 

JISC 9335-1 の 附属 書 C による ほ 力、， 次に よる。 
表 C.1 の P の 値 は， 2 000 である。 

附属 書 AA (規定） リンス 剤 

リ ン ス 剤 の 組成 は ， 1EC 60436 から 次に よる。 



組成 要素 


質量に よる 割合 




% 


Plurafac LF 22 l n 


15.0 


スル ホン 酸 （40% 溶液） 


11.5 


クェン 酸 （無水） 


3.0 


脱 イオン化 水 


70.5 



リンス 剤 は， 次の 特性 を もっている。 

• 粘度 17mPa's 

•pH 2.2 (水に 1% 入れた 場合） 
備考 市販の リンス 剤 を 使用しても よい 力、 試験 結果に 疑義が ある 場合 は， この 組成 を 使用す る。 



1) Plurafac LF 221 ti, BASF から 提供され た 製品の 商品名で ある。 この 情報 は， 国際規格の 使用者の 筒 
便 性の ために 提供され， この 製品の IEC 及び J1S による 承認 はされ ていない。 



^作 権 法に より 無断での ， 転載 等 は禁. ih されて おります。 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2-4 ： 2004 家庭 用 及び これに 類す る 電気^器の 安全性 一 
第 2-4 部 ： 電気 脱水 C〕 の 個別 要求 事項 


IEC 60335-2-4 ： 2002 Household and similar electrical appliances ― Safety ― 
Part2-4 : Paticular requirements for spin extractors 


| I ) JIS の 規定 


(II) 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 
目 ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 及び 附属 書 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V)JIS と國， J 各との 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 文 M 


項目 

番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 範 
囲 


10 kg 以下の 容量 及び 50 ml 
秒 以下の ドラム 周辺 速度 
を もつ 定格 電圧が 単相 250 
V 以下， その他 480 V 以下 

の 家庭 用 電気 脱水機の 安 

全 性 


IEC 

60335-2-4 


1 


國 に 同じ 


IDT 






2. 引用 規 

格 


本体で 引用され る 規格 

IEC 60436, JIS C 9811 


IEC 

60335-2-4 


2 


IEC 規格 を 引用 
IEC 60436 


MOD/ 
追 力！] 


JIS C 9811 (家庭 用 電気 洗 

濯 機 の 1 生 m 測 疋 方 法 ) を 
追加。 


3.1.9 で デビ ェ一シ ヨンと して 引用 
したため。 


3. 定義 


通常 動作， ブレーキ 1、 構， 
二重 ふた 構造の 定義 


IEC 

60335-2-4 




通常 動作 


MOD/ 
追加 


3.1.9 通常 動作 

試験 布に ついて JIS C 

9811 の 布 も 適用 可と し 

十" 

3.101 ブレーキ 構の 定義 
を 追加 

3.102 二重 ふたの 定義 を 追 
加 


3.109 について は， 洗濯機の デ ビエ 
—シ ヨンに 合わせた。 IEC に 提案 中。 
3.101 及び 3.102 について は， 18 M 
及び 20 項に 関連の デビ ェ一シ ョ ン 
を 追加し， その 構造 を 明確に する た 
め 定義 を 追加 した。 


4. 一般 要 
求 事項 


安全の 原則 


IEC 

60335-2-4 


4 


國 に 同じ 


IDT 






5. 試験の 

ための 一 
般 条件 


試験 順序， 脱水機の 型な ど 


IEC 

60335-2-4 




國 に 同じ 


IDT 
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9335-2-4 ： 2004 



■ ■ ^1331. ^^^v. 一 h ^ せ i〕 叫 t 。 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 

目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所： 本体 及び 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国^» と の 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 対策 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


6. 分類 


6.1 

感電に 対する 保護 分類に 
ついて， クラス 01 以上 を 要 
求 
6.2 

1PX4 以上 を 要求 


IEC 

60335-2-4 


6 


6.1 

感電に 対する 保護 分 
類に ついて， クラス I 
以上 を 要求 
6.2 

國 に 同じ 


MOD/ 
追加 


J1S は グラス I 機器 を認 

めた。 


クラス 01 機器の 扱い は， 日本 配電 

事情 （コンセントに アースな し） に 
よる。 


7. 表示 及 
び 取扱 説 
明 


Off 位置の 表示， 最大 脱水 
容量 等の 取扱説明書 及び 
提供 ラベルに 記載す る 内 

容。 


IEC 

60335-2-4 


つ 


國 に 同じ 

ただし， OFF 位置が 文 

字 だけで 示される 場合 
は， "off， の 語 を 使わな 
ければ ならない。 


MOD/ 

追加 


國 では "off に加えて 
"切" の 使用が できる。 


日本語の 表示 を 認めた。 


8. 光 頃 邰 

への 接近 
に対する 
保護 


試験 指 及び テス ト ピンに 
よる 検査。 


IEC 

60335-2-4 


8 


國 に 同じ 

ただし， 40 kg 以下の 
質量の も の について 
は 傾けて 底面に つい 
て も 検査す る。 


MOD/ 
追加 


JIS では， 洗濯機と ともに 
用いられる 据置形 （全自 
動 及び 二槽式） について 
は， 洗濯 槽に 設計 最大 容 
量の 水 を 入れた 状態で 40 
kg を 超える 場合 は， 傾け 
ない。 


槽に水 をた める 据置 形の 洗濯 おは 
通常 動作で は， 水が こぼれる こと 力、 

ら f 頃 けられる こ と はない。 また， IEC 
の 規定と した 場合の 問題点に つい 
て は， JIS C 9335-2-7 を 参照。 


9. モー 夕 
駆動機 器 

の 始動 


適用し ない 


IEC 

60335-2-4 


9 


國 に 同じ 


IDT 






10. 入 力 

及び 電流 


定格 入力 又は 定格 電流の 
表示 値と 測定値の 許容 差。 


1EC 

60335-2-4 


10 


國 に 同じ 


IDT 
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9335-2-4 ： 2004 



00^^ ■ o §^300, st^ys 一丁. は fL<r お i〕 w 4。 



■) JIS の 規定 


國 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 

目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 及び 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下^ 


(V)JIS と国讓 各との 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の， 


項目 


内容 


項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


11. 温 度 

上昇 


設置 条件， 試膽 時間， 温度 
測定 箇所 を 規定。 


IEC 

60335-2-4 


11 


以下 を 除き， JIS に 同 

じ 

ただし， 洗濯 と と も 
に 用いられる 脱水機 
(全自動 及び 二槽式） 
の 試験 時間が 明確で 

ない。 


MOD/ 
追加 


JIS では， 洗濯機と ともに 
用いられる 脱水機 （全自 
動 及び 二槽式） の 試験 時 
間 （サイクル） は， 洗濯 
機の 規格 （JIS C 9335-2- 
7) に 従う と した。 


取り扱いが 分かれる 可能性 あ り 明 
確に した。 1EC への 提案 を 検討 中。 


12. (規定 
なし） 


規定な し 


IEC 

60335-2-4 


12 


國 に 同じ 


IDT 






13. 動 作 

温度での 
漏え い 电 
流 及び 耐 

FgJ 土 


運転 状態に おける 漏え い 
電流 及び 耐 電圧 試 眉炱。 


IEC 

60335-2-4 


13 


JIS に 同 じ 


IDT 






14. 過 渡 

過 電圧 


空間 距離の 既定値 を 満た 
さない 箇所に 対する ィ ン 
パルス 試験に よ る 代替え 
詠 験 


IEC 

60335-2-4 


14 


國 に 同じ 


IDT 






15. 耐 湿 
性 


ip tm 溢水 試験 及び 耐湿 
試験 


IEC 

60335-2-4 


15 


國 に 同じ 


IDT 






16. 漏 え 

び耐 電圧 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 評 
価 


IEC 

60335-2-4 


16 


國 に 同じ 


IDT 






17. 変 圧 
器 及び そ 
の 関連 回 
路の過 負 
荷 保護 


変圧器が 過 負荷 又は 短絡 
状態 を 模擬した 温度 試験 


IEC 

60335-2-4 


17 


國 に 同 じ 


IDT 







12 

9335-2-4 ： 20§ 



^i^el is^Hi 铙 IhwtlT お w ,r 



(I)JIS の 規定 


(II) 国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 


(V)JIS と 国&灘 各との 技術的 差異の 理 






規格 番号 






目 ごとの 評価 及び その 内容 


由 及び 今後の^! « 












表示 箇所 


： 本体 及び 附属 書 














表示 方法 


： 点線の 下線 




項目 


内容 




項目 


内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




番号 






番号 




の 評価 






18. 耐 久 


ブレーキ 機構 及び ふた ィ 


IEC 


18 


ブレーキ 機構 及び ふ 


-MOD/ 


■ では， 


IEC は 耐久 試験 回数が 実 使用から 考 


性 


ン夕一 口 ックの 耐久 試験 

定格 電圧で 運転 

- 最大 周辺 速度が 20 m/s 

以下の 機器に 対して， 6 000 

回 

一 最大 周辺 速度が 20 m/s 
を 超え 30 m/s 以下の 機器に 
対して， 10 000 回 


60335-2-4 




た インター ロックの 
耐久 試験 

定格 電圧 xi. 06 で 運転 
一 単独 形 3 500 回 
一 二槽式 1 000 回 


変更 


• 20.104 に 適合させる た 
めの ブレーキ 機構に 対 
する 要求で ある こと を 
明確 ィ 匕した。 

• 試験 電圧 を 定格 電圧と 
した。 

• 試験 回数 を ドラムの 最 
大 周辺 速度 ごとに 規定 
し， IEC よ り強ィ 匕した。 

• 試験 判定 方法 （20 への 
適合 性） を 明確 化した。 


えて 少ない （日本の 二槽式 は 回転 中 
に ふた を 開ける ケースが IEC の 想 
定ょ り 多い） 及び ドィ ッ から IEC に 
改正 提案され た 内容が 定格 電圧で 
6 000 回と なって いる ことから， そ 
の 内容 を 準用 するとと もに， 最大 周 
辺 速度が 速い ものに ついては， 10 
000 回と した。 （省令 第一 項と 同等） 


19. 異 常 


電子 部品の 故障な ど 


IEC 


19 


國 に 同 じ 


IDT 






運転 




60335-2-4 













13 

9335-2-4 ： 2004 



$0^^. ま iff-essi 寄 i3f 二 ヒーん tiT せ D so 



I I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項 
目 ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 及び 附属 書 

表示 方法 ： 点線の 下線 


( V)JIS と 国は猶 各との 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 


項目 
番号 


内容 


項目 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


20. 安 定 
性 及び 機 
械的 危険 


k 器の 安定性 及び ふた ィ 
ンタ 一口 ッ クの 要求。 
ふた ロック を 要求す る最 
大 周辺 速度の 境界 を 次の 
値 を 超える ものと し， その 
他 は ブレーキ 機構 を 要求 
する。 

一 ドラムの 回転軸が 垂 
直であって， かつ， 全自動 
以外の もの は 二重 ふた 構 
造と なって いる 脱水機 ： 30 

m/ 秒。 

- その他の 脱水機 ：20 m/ 
秒 

さ ら に， 二重 ふたに ついて 
は， ブレーキ による 停止 時 
間 を 規定。 


IEC 

60335-2-4 


20 


全自動 洗濯機に つい 
て は J1S に 同じ。 その 
他に ついては， 
ふた ロック を 要求す 
る 最大 周辺 速度の 境 
界を 20 m/ 秒 を 超える 
ものと し， その他 はブ 
レーキ 機構 を 要求す 
る。 

ブレーキ 機構の 停止 
時間 は 規定して いな 

い。 


MOD/ 

変更 


JIS は， 全自動 以外の 脱水 

機に 対して ドラムの 回転 
軸が 垂直であって， かつ， 
二重 ふた 構造と なって い 
る 場合 は， 最大 周辺 速度 
が 30 in/ 秒 を 超えた 場合 
は， ふた ロッ ク システム， 
それ 以下の 場合 は ブレー 
キ 機構 （停止時間 要求 を 
含む） を 適用す ると した。 


二槽式 洗濯機 （通常， 最大 周辺 速度 

20〜30m/ 秒） を 考慮した 場合， 使用 
効率から 考えて， ふた ロック （回転 

が 止まる まで ふたが 開かない） を 適 
用す るの は 困難で ある。 かわりに 二 
重 ふた 構造 + ブレーキ 機構の 信頼 
性 試験の 強化 （18 項 参照） を 要求す 
る ことによって， 安全性 を カバ一 す 
る。 

現在の デビ エー シ ヨン は， ffiC に提 

案した が 採用され なった ため， 再度 

修正案 を 検討して いる。 mc に 検討 
された 日本が 採用され た 場合 は， 今 
回の デビ エー ショ ン と-置き換える。 


21. 機械 
的 強度 


外郭の 機械的 強度 及び ふ 
たの 強度 

ふた 力ぶ 樹脂 製であって， か 
つ 取扱説明書に "ふたに 強 
い 衝撃 を 与えて はな ら な 
い" 旨が 記載して ある 場合 
に は， 20 kg の 円筒に よつ 
て静 荷重 を ふたの 中央に 
加え， その後， ふた は， 可 
動 部分に 触れられる よ う 
な 損傷 を 受けて はなら な 
い。 


IEC 

60335-2-4 


21 


ふたの 強度 試験 を 除 
き， JIS に 同じ。 
重量 20 kg のお も り を 
ふたの 中心 上に 10 cm 

の 高さから 3 回 落下 さ 
せる。 


MOD/ 

変更 


JIS は， ふたに 対して 何ら 

かの もの を 置く こと を考 
慮して 静 荷重 試験 を 実施 
し， IEC は 子供が ふたの 
上で 遊ぶ こ と を 考慮して 
落下 試験 を 適用して い 
る。 


プラスチック のよ うな 軽い ふたの 
洗濯機の 上で 子供が 遊ぶ こ と を 想 
定 して， 重い ふたに 変更した 場合， 
ふたが 閉ま ると き に 手 を ふたに 挟 
ん だり， また， 洗濯が 疲れる という 
こ と 力; 考えられる。 
このため， JIS では ふたの 上に もの 
を 置く という 想定に 変更した。 

IEC に 提案 を 検討 中。 



$00^ 國 ■ 004600. 00^§^ ^ flT お 卅 1 ノ 
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^335-2-4 ： 2004 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 項 

目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 及び 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下線 


( V) JIS と 国際ん 胂各 と の 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 対策 


項目 
番号 


内容 


項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


22. 構造 


構造 一般 及び ふた ィ ンタ 
—ロック の 構造 


IEC 

60335-2-4 


22 


國 に 同じ 


IDT 






23. 内 部 
配線 


内部 配線の 屈曲， 耐 電圧な 
ど 


IEC 

60335-2-4 


23 


國 に 同じ 


ID 丁 


- 




24. 部品 


プログラマの 開閉 回数 
10 000 回 


IEC 

60335-2-4 


24 


國 に 同じ 


IDT 






25. 電 源 
接続 及び 
外部 可と 
う コード 


電源 コードの 種類， 断面 積 
など 


IEC 

60335-2-4 


25 


國 に 同じ 


IDT 






26. 外 部 
導体 用 端 
子 


端子ね じの 緩み 防止， 端子 
ねじの 大きさな ど 


IEC 

60335-2-4 


26 


國 に 同じ 


IDT 






27. 接 地 

接続の 手 
段 


アース 線の 緩み 防止， 耐腐 
食 性， アース 導通 試験な ど 


IEC 

60335-2-4 


27 


國 に 同じ 


IDT 






28. ね じ 

及び 接続 


ねじの 耐久性， 種類， 緩み 
止めな ど 


IEC 

60335-2-4 


28 


國 に 同 じ 


IDT 






29. 空 間 
距離， 沿 
面 距離 及 

び 固体 絶 

縁 


空間 距離， 沿 面 距離， 固体 
絶縁の 厚さ 


IEC 

60335-2-4 


29 


JIS に 同じ 


IDT 






30. 耐 熱 
性 及び 耐 
火 性 


ボール プ レツ シャ 試験， グ 
ロー ワイヤ 試験， ニードル 
フレーム 試, 験 


IEC 

60335-2-4 


30 


國 に 同じ 


IDT 






31. 耐 腐 

食 性 


腐食に 対する 保護 対策 


IEC 

60335-2-4 


31 


國 に 同 じ 


IDT 
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■ 9335-2-4 ： 2004 



■ ■ ^S4d0^ ^ 一一： $ n„c お D W 1-。 



(I) JIS の 規定 


■ 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項 
目 ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 及び 附属 書 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V)JIS と 国&篇 との 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 顺 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


32. 放 射 
線， 毒性 
その他 こ 
れに 類す 
る 危険性 


特に 規定な し 


IEC 

60335-2-4 


32 


■ に 同 じ 


IDT 






附属 書 


JIS C 9335-1 に よ る 


IEC 

60335-2-4 


附属 書 


國 に 同じ 


IDT 






附 属 書 
AA 


リ ンス剤 


IEC 

60335-2-4 


附属 書 A 
A 


國 に 同じ 


IDT 




技術的 差異 はない が， 特定の 商品 を 
承認 してい な い 注意 は JIS も 同様で 

ある こと を 追加。 



JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
- IDT 技術的 差異がない。 

- MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

- MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次の と お り である。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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おさま， に」： 匸 J.I.3P 黴 «t 省 C 建」. hwfLT お f〕 ^4。 
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C 9335-2-4 ： 2004 

参考 規格 

参考 規格 は， JISC 9335-1 の 参考 規格に よる ほか， 次に よる。 
IEC 60436 電気 食器 洗 機の 性能 測定 方法 



著作権法 によ り 無断での 複製， ^诹 等は禁 ひ: されて おります。 
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JISC 9335-2-4: 2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-4 部 ： 電気 脱水機の 個別 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 ，記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 

規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願いします。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1993 年に 第 4 版と して 発行され た 1EC 60335-2-4 ： 1993, Household and similar 
electrical appliances — Safety —Part 2-4 : Particular requirements for spin extractors を兀に 作成 し た 規格で あ つ に。 
その後， IEC 60335-2-4 が 2002 年に 第 5 版と して 発行され た。 そこで， この 規格 を， IEC 規格に 整合 させ 

るた めに 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 こ の 規格 は， 電気 脱水機 として 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る 1EC 
規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動きに 合 
わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いる 力^ 店舗， 厨房， 農業， 
サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 基準 省令 第 
2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則として， 元と なる 1EC 60335-2-4 に 整合して いる。 規定 項目 は， 次 
のとお りで ある。 

一 感電に 対する 保護 及び 有害な 水の 浸入に 対する 保護 分類 

一 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

一 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

一 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

― 過渡 過 電圧 

- 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

一 異常 運転 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 載 等 は 禁止され てお ります。 
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- 安定性 及び 機械的 危険 
一 機械的 強度 
- 構造 一般 

- 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

一 電源 接続 及び 外部 可 とう コード 
- 外部 導体 用 端子 
一 接地に 関する 規定 
一 ねじ 及び 接続 

一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
一 耐熱性 及び 耐火性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 

第 59/61 小委員会 構成 表 



解 2 



(委 貝；^) 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 
(WG-4 代表) 
(WG-5 代表) 



所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日本 品質保証 機構 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 エ^ 会 

日本 自動販売機 工業 会 

曰 本 暖房 機器 工業 会 

社団法人 日本 ホー ム ヘルス 機器 工業 会 

社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

曰 立 ホーム & ライ フソ リ ユー シ ヨン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電工 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
財団法人 電気 安全 環境 研究所 
松下電器 産業 株式会社 
松 下 冷 機 株式会社 
東芝 キャリア 株式会社 
日立 ェ機 株式会社 



之 長 次 均 功 環 一 代 美 三 夫 英武 史巳傑 昭友之 一 

1 千 須 

§ 博英秋 文 三 真 省文隆 浩昭 秀 孝啓昭 

ぼ 

崎澤木 井井 田 藤 野 賀田瀬 田 田 田 山 合 原 實崎衡 

木 々 志 . 

大八 fe 浅 浅 鎌 伊中 山 岡 柳 鴨 半 高 丸 河 藤 松 山 t 



功夫 二 史博宏 穎 明徳 

安輝 禎雄政 聖和雅 

田 本 井野 藤 木 山 橋 

々 

青 島 石 松 佐 佐 秦神高 



お 作 権 法に よ り 無断での 複^， fe^ 等 は | 止 さ れて お り ま す。 
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(事務局) 



(委員長) 
(委員） 



(事務局） 



は 査） 
(委員） 



(事務局） 



経済 産業 省 
経済 産業 省 
経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 技術 専門 委員会 構成 表 

氏名 所属 
株式会社 東芝 

パナ ソニッ ク コミュニケ ーショ ンズ 株式 会 
社 

三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
日本 建鐵 株式会社 

曰 立 ホーム & ライ フソ リ ユー ショ ン 株式 会 
社 

日立 ホーム & ライ フソ リ ユー ショ ン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 分科会 構成 表 

所属 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライ フ ソ リ ユー シ ヨン 株式 会 
社 

三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
財団法人 日本 品質保証 機構 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
社団法人 日本 電機 工業 会 



夫 俊 紀男純 

紀 . 

# 正 大和 雅 

野 井村 田 子 

平 萬 中柴笹 



純 孝 克明 彦見 恭 裕史之 

眞 良 正 浩則高 年 正浩 

藤 住 重 田 川 山 野 口田 形 

伊 千 森 詠 石 小 釜 谷 長 山 



夫 宏司幸 之 功文 次 博吉之 

ば 輝 貢 和 正 浩秋正 淳 浩 

チ 

本木 屋野 势本辺 木 藤 谷 形 

々 々 

島 佐 伏 矢 伊松 浦 佐 佐 住 山 



解 3 



著作権法に I I 無断での 複製， ：fe 載 等 はお 止 さ れて お り ま す。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， ほ^ 部 ffi^^l^S へ FAX [FAX(03)3405-554I TEL(03)5770-1573] 

で ご連絡く ださい。 

★J1S 規格お の 正お S が 発行され た^^は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標, 化 ジャーナル" に， 正' 誤の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火 曙 日に， "日経 産業 新 W" 及び "日刊 ェ紫 新聞" の JIS 発行の 広告 標 

で， 正誤 粟が 発行 さ n た jis 規格？ &号 及び 規格の 名称 を お知らせい たします。 
なお， 当 協会の j は 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で iH^ おが ^行され た m 合， f^m 
的に お送りい たします。 

規格 蔡の ご注文 は * き 及，^ 部 カス 夕 マーサ一 ビス！ [TEL(03)3583-8002 FAX(O3)3583-0462] 
又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



JIS C ^335-2-4 

家麼 ffl 及び これに 類す る it^ 機器の 安全性 一 

第 2-4 部 ： ^^脱水機の 焖別 要求 Wffi 
平成 16 年 2 き] 20 □ ^ I 行 

ffi? -A- / t ^ 
お】 人 人 ^ ri w 

% 行 所 

財団法人 日本規格協会 

〒 107-8440 ^nm^m 4 丁目 \^ 



札 « 支 S T06O-O0O3 札 繞市巾 央区北 3 条^ 3 丁目 1 札 ^大ぉ 生命 ビル 内 
TEL (011)26 1-0045 FAX (011)221-4020 
ft"V ： 02760-7^351 

東北 支部 〒980-0014 仙 台 市靑葉 区一 番町 2 丁目 5-22 GE エジソン ビル ^台 内 
TEL(022)227-U336(^:^) FAX (022)266-0905 
Kff ： 02200^4-3166 

名古蜃 支部 =f 460-0008 名 古 S 巿巾 区 栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別館 内 
T6L(0S2)22)-83J6<^^) FAX (052)203^806 
冊 ： OOSOO-2-232S3 

閱西 支部 〒541-0053 大^市 中^ 区 本 町 3 丁目 4-10 本 町野忖 ビル 内 
TE し （06)626 1 -S0S6( i^) FAX (06)626 1-9II4 
： 00910-2-2636 

広 島 支部 〒730-OOU 広 島 市中 区 基 町 5^4 広 島 商工 会 扱 所 ビル 内 

TTHL (0^2)22 1 -7023,7035.7036 FAX (0^2)223-7568 

)R 嘗 ： 0)340-9-9479 
四 固 支部 〒76O~0023 ^ ^ U 町 2 丁目 2- 1 J?R ih 松 ビ ル 内 

TEL (OS7)S2 1-7S5I FAX (087>82 1 -526 1 

K 養 ： 016^0-2-3359 

^岡 支部 〒s に- 0025 tfmm^mmi^] >ぉ 京お 命 ^岡 ビル 内 

TE し (092)282-90^0 FAX (092)282-91 1 K 
V！ 養 ： 01790-5-21632 
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^作 により 無断での ftW. 4t:i« ^は^ ll. されて お りよす. 
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